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　茨城県つくば市内に所在するフローリックの
コンクリート研究所は、約 5,200m2 の敷地内に、
研究開発力を最大限に発揮できる設備環境や安全性
と効率性を高めた作業環境を整えています。
　近年、建設の生産性向上や環境負荷低減、インフラ
の強靭化や長寿命化に向けた社会的要請が強まる
なか、コンクリート分野における技術革新において、
コンクリート用化学混和剤には大きな期待が寄せ
られています。当社もさらに研究を重ね、新製品
開発・最新技術の開発に努め、市場ニーズに応える
べく、英知を集めて未来のコンクリートを目指して
挑戦してまいります。

未来のコンクリートを
目指して

圧縮試験機
　3000、2000、200kN耐圧試験機な
どの測定機器により、圧縮強度、曲げ強度、
引張強度や静弾性係数測定試験などの、各
種強度試験を実施しています。

練混ぜ室
　通常のコンクリート試験を行うための
20℃の恒温恒湿室です。さらに自動凝結試
験機を備え、長時間にわたる遅延剤の凝結
試験にも対応可能です。

凍結融解試験機
　水中急速凍結融解試験機を設置しており、データはコン
ピュータで自動的に処理しています。

細骨材自動調整装置
　材料準備の人手を省くため、新たに自社設計した自動設備により骨材の
調整を行っています。特に細骨材の場合は貯蔵場からショベルローダーで
搬入すれば、後はほぼ自動的に乾燥・篩分けを行ない、粒度別に貯蔵する
ことができます。また、試験目的に合う粒度分布の配合を指示すれば、分級
された砂が自動計量／混合され、さらに表面水も調整された均一な材料を
迅速に準備することができます。

骨材貯蔵場

機器分析室
主な分析機器として、

高速液体クロマトグラフィ
原子吸光分析装置
電位差滴定装置
イオンクロマトグラフィ
比表面積・細孔分布測定装置
蛍光X線分析装置
各種分光光度計

などがあります。

気泡間隔係数測定装置
　実体顕微鏡と高解像度のTVカメラの組合せにより、最大倍
率240倍の画像をカラーモニターに映し出します。試料自動移
動ステージを使用して硬化コンクリートの気泡組織を詳細に
調べることができます。

乾燥収縮室
　乾燥収縮試験用コンク
リート供試体の保存および
測定のための恒温・恒湿の
実験室です。

養生水槽
　養生水槽は20℃と30℃の
2槽あり、φ10×20cmの供
試 体 が 20 ℃ は 3,000 本、
30℃は1,000本養生できます。

断熱温度上昇試験装置
　ダムコンクリートなどのマスコ
ンクリートではセメントの水和熱
が問題となりますが、3連の断熱
温度上昇試験機はダムに使用する
フルサイズのコンクリートでの断
熱温度上昇量の測定が可能です。
また、測定範囲が5℃〜105℃
まで幅広く、高強度コンクリート
の測定にも対応可能です。

モルタル実験室
　モルタルおよびセメントペー
スト試験専用の20℃の恒温恒
湿室で、各種グラウト用混和剤
の試験やコンクリートを単純化
したモルタルでの混和剤の試験
が可能です。

温度可変の練混ぜ試験室
　5〜20℃の低温室および20
〜40℃の高温室を備え、あら
ゆる気候条件に対応したコンク
リートの試験が可能です。

促進中性化試験装置
　コンクリートが空気中の
炭酸ガスによって中性化し
て行く状況を調べるために
恒温、恒湿の環境へ炭酸ガ
スを注入し、中性化を促進
する装置です。
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谷田部IC

つくば牛久IC
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●

山口県岩国市埼玉県東松山市

コンクリート研究所

日本製紙グループ

日本製紙グループ

コンクリート研究所

コンクリート研究所

日本製紙グループ

日本製紙グループ

設立2004（平成16）年4月コンクリート研究所

《アクセス》
【つくばエクスプレス】つくば駅からタクシーで 15分
【圏央道】つくば中央 ICから 15分

17.08.2 HE




